
朗読者が講壇に立って読む場合には、時間のロスを避けるために次の朗読者
とその次の朗読者は壇上で順番を待つのが良いでしょう。なるべく45分前ま
でには礼拝堂に入り着席し、朗読者一人（15分間）の朗読を聴いた後、壇に
上がります。壇上で約30分待った後、自分の箇所を読みます。これにより少
なくとも約1時間ほど、み言葉に触れる時間を持つことができます。み言葉に
浸る恵みのひと時となるでしょう。

特別にありませんが、読むスピードに気を
つけると良いでしょう。速すぎると何を読
んだか分からなくなることがあります。速
さに関しては、録音聖書（MP3版）を参考
にしてみてください。

もしあれば講壇の聖書をお読みになると良
いでしょう。講壇の聖書を全巻通して読むこ
とは、なかなかないものです。ある教会では
通読後に参加者全員のお名前を記念に講壇
聖書に記されたそうです。

★ 個人通読もおすすめしています !
　 詳しくはホームページから

Q.   使用する聖書は何が良いですか ?

Q.   具体的な読み方について教えてください

Q.   読み方に何か注意することはありますか ?

● 朗読方法について

〒 104-0061 東京都中央区銀座 4-5-1
 TEL. 03-3567-1988   FAX. 03-3567-4451   
 http://www.bible.or.jp　Eメール :info@bible.or.jp

http://www.bible.or.jp/read/read04.html

あなたの教会もチャレンジしてみませんか

聖書リレー通読マニュアル
聖 書 全 巻 リ レ ー 通 読 会 の お す す め

神の言葉である聖書は、教会に受け継がれてきました。
聖書（旧約・新約）を読むこと、そして聴くことは教
会に呼び集められた者の務めであり、大きな恵みでも
あります。
通読は、聖書66巻（旧約39巻＝929章、新約27
巻＝260章）の1,189章からなり、4昼夜96時間

ほどで通読できます。（旧約続編13巻＝176章）。
これまでにリレー通読を実施した教会の経験から、こ
の全巻通読マニュアルは作られました。
このマニュアルは基本的なパターンをご紹介するもの
であり、これを元にそれぞれの教会にふさわしい方法
を考案されることをおすすめいたします。

聖書通読リレー開催が決まりましたら、ぜ
ひ日本聖書協会までお知らせください。
通読のレポートや写真など一緒にご送付
いただければ、ホームページ等で紹介さ
せていただきます。通読リレーを検討中
の教会の励ましにもなりますので、お待
ちしております。

キリストの言葉があなたがたの内に
豊かに宿るようにしなさい。

知恵を尽くして互いに教え、諭し合い、
詩編と賛歌と霊的な歌により、

感謝して心から神をほめたたえなさい。

新共同訳聖書・コロサイの信徒への手紙
3 章 16 節

ホームページもご覧ください
過去に聖書リレー通読を実施した教会の例を日本
聖書協会のホームページにて掲載しています。

お知らせください !

聖書全巻を通読するには

96時間（4日間）が
必要です

◦左写真/日本基督教団　原町田教会　
◦中写真/日本キリスト改革派教会　筑波みことば教会　
◦右写真/日本イエス･キリスト教団　荻窪栄光教会



このプログラムは聖書 66巻（旧約39巻＝929章、新約27巻＝260章）で、1,189 章を1コマ15
分で 3章ずつ通読していくというもので、4昼夜 96時間で通読できることになり、延べ人数 500
人くらいでスムーズに通読できます。会員が少ない教会では一人あたりの読む回数が増えて大変
ですが、より広くいろいろな方々に参加を呼びかけてみてはいかがでしょうか。あるいは、まずは
新約聖書全 27巻の通読から試みるのもよいと思います。また、少ない人数でも長い時間をかけて、
じっくり読み進めて行くことも恵み深いことと思います。

教会員がメインになりできる限りコマ数を埋めて
みましょう。会員が少数でもご家族やご友人を
誘ってみてはいかがでしょう。これにより一つの
伝道プログラムとして用いることもできます。な
かなか教会にお誘いしにくい方でもこのようなイ
ベントならばお誘いしやすいかもしれません。さ
らに、近隣の教会へ参加を呼びかけるのはいか
がでしょうか。同じ教派の教会同士であれば呼び
かけやすいでしょうし、他教派の教会へもお誘い
することで地域の超教派の働きとしても、宣教協
力の良い機会となることでしょう。

開催が決まりましたら、まず参加者を募集します。そのためのご案
内と申込書を作ります。募集の際には、事前にコマ割表を作る必要
があります。ある教会では、全体を385コマで構成しました。1コ
マ15分 3章が基本的な量ですが、書や章により量は異なってきます。
最初の創世記第1章と最後の黙示録第 21章、22章は全員で朗読を
したため、募集人数は延べ 383名ほどでした。このコマ割表を作成
して掲示し、参加者にお名前を明記していただきます。全てのコマ
を埋め尽くすとコマ割が完成で、プログラム作成ができます。コマ
割表はノートに記録するのもよいし、ボード板や壁に大きな紙を貼
り出して記入するのもよいでしょう。

まず、教会員全員の思いが一つになることが大切です。実施することが
決まりましたら、ぜひ、全員が参加するようにすすめましょう。「聖書」
を教会員全員で通読することが最大のポイントです。

過去実施された教会も創立記念、宣教記念などに行われた例がほとんどで
す。教会の記念イベントとして取り組まれるのも良いかと思います。

過去の例によれば、旧新約66巻でおよそ96時間（4日間）
程度かかります。また、必ずしも全巻通読には徹夜で読
む必要はありません。朝 7時から夜 6時や 7時（最長で
も夜12時）という形で1週間ほどかけて実施された教会
もあります。また、礼拝の後にだけ集まり、通読に3年か
けた教会もあります。通読の時間に必ずしもこだわる必要
はありません。

記録者が1～ 2名必要です。記録者は朗読のチェックと、かかった時
間の記録をします。受付、進行（タイム・キーパー）、写真撮影、ビ
デオ撮影、録音係もいると良いでしょう。

まず、企画のお知らせをするために「聖書リレー通読会」につい
て記された案内が必要となります。次に朗読申込書が必要になり
ます。これと同時に全体のコマ割表にも書き込みをしていただき
ます。その他には、立て看板（当日用）、書名、章名を書いた演
目めくりのようなものもあると、壇上において朗読箇所に合わせ
てめくったりすることもできるでしょう。参加証なども必要に応じ
て発行すると参加意欲が湧くかもしれません。申し込み締切後に
は、聖書通読者一覧（プログラム）の作成準備をします。

スタート時点での開会礼拝、エンディング時の閉会礼拝、通読完
了後の感謝会などが考えられます。事前にお知らせいただければ
閉会時に合わせて日本聖書協会から認定書を発行することもでき
ます。認定書をご希望の場合には、日本聖書協会までご連絡くだ
さい。新約聖書のみのリレー通読でも認定書は差し上げています。

Q.  「聖書全巻通読」に興味がありますが、どこから手をつけたらいいのでしょう？

Q.   全巻読むのに何時間かかりますか？徹夜で読むべきでしょうか？

Q.   必要なスタッフと役割について教えてください

Q.   何かの記念に実施したいのですが

Q.   教会員が少ないので無理だと思いますが……

Q.   小さな教会のケースをもう少し具体的に教えてください

Q.   開催までのプロセスを教えてください

● 開催にあたって

● 準備について

Q.   用意する書類、チラシなど、何が必要でしょうか

Q.   何かセレモニーをする必要はありますか


